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評価日 平成28年2月26日 評価日 平成28年3月16日

評価者・組織 全教職員 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価によ
る意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

学び合いを通し
て，思考力・表現
力の育成

「算数科」を中心に思考力と
伝え合う力を伸ばす。
全学級年１回の授業研究

「進んで学習に取り組んで
いる」
ジョイントプログラムの結果

「進んで学習に取り組んでいる」は
児童は若干下がった。ジョイント・プ
レジョイントプログラムは全は九年
で全市平均より高い。

読書の習慣化 朝のさわやか読書の実施
「お話会」「ブックトーク」と１００
冊読書への啓発　家庭読書の
啓発

読書ノートの活用と１００
冊表彰
図書館利用状況

１００冊読書達成者は全校児童の４
０％。朝読書，お話会やブックトーク
により，図書館利用は多いが，家庭
読書は伸びない。 ⇒ ⇒

家庭学習の習慣
化と充実

学級だよりによる家庭学習
の啓発と学習方法の紹介

「家で（１５分）×学年の
勉強をする。」

前期に比べて児童はやや減っ
ている。保護者は１５％減って
いる。

学校のきまりを守
る規範意識の向
上

「学校のきまり」「みんなが楽しく
過ごせる八瀬小学校にするため
の10のやくそく」の徹底

「学校のきまりを守る」 学校の決まりを守れてい
る児童は９割を超えてい
る。

自分も大事人も
大事にする心の
育成

毎月の「友だちの日」の取組
「友だちグループ」によるた
てわり活動の実施

「自分から進んであいさつ
をする」
「だれとでも仲良くできる」

「だれとでも仲良くできる」は９
割を超えていて児童は１０
０％。「あいさつ」につても随分
増えてきた。

⇒ ⇒
豊かな体験を通
した協働活動の
実施

地域の方の協力のもと「田植
え・稲刈り・野菜作り」等の栽培
活動と『灯籠教室』等伝統文化
活動の実施

「ＰＴＡや地域の行事に
参加している」

行事への参加が約８割ま
で増えてきた。

基本的生活習慣
の確立

長期休業明けの「生活リズ
ム調べ」の取組
保健室だよりりによる啓発

「早寝早起き朝ごはん」
等規則正しい生活をす
る

児童の回答は８０％に対し
て，保護者はやや減って７
５％。

体力の向上 「ロング昼休み」での全校外
遊びや部活動による運動の
習慣化
中間ランニングの実施

「運動やスポーツを通して体
力を高める」

保護者は変化はないが，
児童は９５％を超えてき
た。 ⇒ ⇒

情報発信の充実 全教職員による積極的な
ホームページの更新
学校だよりの地域への配布

「学校は，教育方針や取組の様子を
学校だよりやホームページなどで分
かりやすく伝えている。」
アクセス数

保護者の回答は９０％を超え
ている。保護者ボランティアに
よる全戸配布の実施。

⇒ ⇒

４

ホームページについては，保護
者の関心も高いので，日常の
学習の様子や学校行事の様子
を全教職員で載せるようにして
いる。
学校だよりは，保護者ボラン
ティアの協力を得て，地域全戸
配布した。

ホームページは保護者に
とって学校の情報を得る重
要な情報源になっているの
で，今後も全教職員でこまめ
に更新していく。学校だより
の全戸配布は，保護者の協
力のもと続けていきたい。

ホームページや学校だよ
りの地域全戸配布によっ
て，地域みんな学校の様
子が伝わる。

学校だよりやホームペー
ジを利用して，学校の取
組や様子に関心をもって
みていく。

　総括・次年度の課題

　　今年度は，「学校評価アンケート」をもとに子どもの姿について話し合うことができた。学力向上や子どもたちの様子については，いろいろな行事を通してよく見て関心が高かった。特に「あいさつ」については年間通しての話題になって
おり，これから成長して社会へ出ていく子どもたちに，人として大切なことをしっかりと身につけさせてやりたいという思いが伝わってきた。また，子どもたち同士の関係についても，より良い仲間作りを目指す必要性があること，学習につい
てはより力を伸ばしていくために学習の工夫をしていくことについても熱心に話し合われた。子どものことについては，学校のことについては，惜しみなく協力していくとの思いを聞かせていただいた。
　来年度は，今年度の反省から引続き「あいさつ」について，学校・保護者・地域で協力して朝の声掛けや行事での関わりを通して，より良い子どもの姿を目指して取り組んでいきたい。
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規則正しい生活ができてい
る児童が多いが，中には夜
遅くまで起きている児童もあ
る。
ロング昼休みの取組によ
り，全校で外遊びをする機
会が増えた。

家庭環境にもよるので，絶え
ず保健だよりや学級だよりで
啓発するとともに，個別に指
導する必要がある。ロング昼
休みは来年度も続けていく。

子どもにとって良いと思わ
れる取組は，これからも続
けていくとよい。

いろいろな学校の取組に
は，積極的に協力してい
く。
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あいさつについては，児童のポ
イントが上がってきた通り，改善
されてきているように思われる。
ただ，高学年についてはもう少
し，自分から進んで元気にあい
さつできるようにしたい。
ＰＴＡや地域の行事への参加が
増えてきた。誰とでも仲良くでき
るが１００％だが，友達の輪に
入りきれていない児童もいる。

全教職員で共通理解し，保護者
にも呼び掛けてみんなで取り組
んできた成果なので，今後も根
気強く声掛けしていくことが大切
である。
友だちの輪に入りきれていない
児童については，仲間外れにさ
れているわけでもなく，自分の気
持ちを話すことはできているの
で，様子を見守っていく。

あいさつはできるようになっ
てきているようだが，まだまだ
課題はある。自分から進んで
はできなかったり，相手の顔
を見ていなかったりする。人
と話すときの大切なことであ
る。
仲間に入りきれていない児童
については，以前と比べよく
話すようになってきている。

人と話すときは顔を見て話
すことや，自分から進んで
あいさつすることは，人とし
て当たり前のことなので，学
校で指導していくとともに，
家庭にも協力してもらいこと
で，より良い方向にもってい
けたらよい。地域も声を掛け
て助けていく。
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算数科の取組により，学力
の向上が見られた。学校の
勉強がよくわかると答えて
いるのに，「進んで学習に取
り組む」はポイントが減って
いる。自主的な学習につい
ては，個人差が大きく，宿題
だけに終わってしまっている
児童も多いようである。

授業はよく分かるが，意欲的
に学習に取り組む気がな
い，進んで勉強する気になら
ないという児童の傾向がみ
られるので，わかりやすさと
ともに，学習の面白さや興味
を持たせる指導の工夫を追
及していく必要がある。

よくわかっている児童が
多いので，授業の中で余
裕がありすぎている。ま
た，集中力が続かない児
童もいる。よくわかってい
る児童への対応を考える
べきではないか。

少人数なので全員がわ
かるようにしたいという思
いで担任は関わり，でき
ている子への対応もして
いるが，今後さらに力を
つけられるような授業の
工夫を考えていく。

平成２７年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　　　　八瀬小学校　　　　)

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価


